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町
民
の
み
な
さ
ん
が
高
齢
に
な
っ
て
も
住
み
慣
れ
た
地
域
で

生
活
し
て
い
く
た
め
に
は
、
行
政
が
主
体
と
な
る
「
公
助
」
の
力

や
介
護
保
険
制
度
等
の
「
共
助
」
の
力
と
共
に
、
ひ
と
り
ひ
と
り

が
健
康
維
持
に
努
め
る
「
自
助
」
の
力
と
地
域
住
民
が
お
互
い
を

助
け
あ
う
「
互
助
」
の
力
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
が
必
要
で
す
。

今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は
、
65
歳
以
上
の
方
1
,
2
0
0
名
を

対
象
｟
要
支
援
・
要
介
護
認
定
者
を
除
く
｠
に
、
町
民
の
み
な
さ
ん

の
力
と
医
療
・
福
祉
の
専
門
職
、
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
支
え
合

う
仕
組
み
づ
く
り
に
必
要
な
基
礎
資
料
と
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
実
施
し
ま
す
。

　

今
回
行
う
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は
、
主
に
次
の
4
点
の
把

握
に
重
点
を
置
い
て
、
今
後
の
仕
組
み
づ
く
り
に
活
用

し
ま
す
。

①
各
地
区
の
現
状
を
詳
細
に
把
握
。

　
　

調
査
結
果
を
、
地
区
ご
と
に
分
析
す
る
こ
と
で
、
各
地

区
の
み
な
さ
ん
の
意
識
や
傾
向
を
把
握
し
ま
す
。

②
リ
ス
ク
が
悪
化
し
、
要
介
護
認
定
と
な
る
こ
と
を
未

然
に
防
げ
る
よ
う
注
意
す
べ
き
年
齢
を
把
握
。

　

年
齢
別
に
集
計
・
分
析
を
行
う
こ
と
で
、
高
齢
者
が
要

介
護
状
態
と
な
ら
な
い
よ
う
注
意
す
べ
き
タ
イ
ミ
ン
グ

を
把
握
し
ま
す
。

　

調
査
の
内
容
は
大
き
く
2
つ
の
テ
ー
マ
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

①
介
護
予
防
に
関
す
る
こ
と
｟
25
項
目
｠

②
地
域
で
の
支
え
合
い
の
仕
組
み
づ
く
り
に
関
す
る
こ
と
｟
7
項
目
｠

 

  

 

  

 

  

 

  

 

  

 

 

  

 

  

 

  

 

（調査票案）

調
査
の
目
的
は
？

〜 

東
栄
町
高
齢
者
実
態
調
査  

ご
協
力
の
お
ね
が
い 

〜

高
齢
者
を
支
え
る
仕
組
み
づ
く
り
の

た
め
の
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

高
齢
者
を
支
え
る
仕
組
み
づ
く
り
の

た
め
の
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

2

調
査
の
内
容
は
？

こ
の
調
査
で

何
が
わ
か
る
の
？



3373 

3249 

3195 

3107 

48.95 

49.55 

49.89 

49.56 

2800 

2900 

3000 

3100 

3200 

3300 

3400 

3500 

H29年 H30年 H31年 R2 R3年

東栄町の総人口と高齢化率の推移

総人口
〈出典：各年4月1日 住民基本台帳〉

高齢化率 

2998 

50.00 

48.4 

48.6 

48.8 

49 

49.2 

49.4 

49.6 

49.8 

50 

50.2 

年

（人） （％）

広報とうえい  2021.8月号3

●
問
い
合
わ
せ
先
　
住
民
福
祉
課  

☎
７
６
・
０
５
０
３

③
地
区
ご
と
に
必
要
な
介
護
予
防
に
関
す
る
取
組
を
把
握
。

　

各
設
問
か
ら
様
々
な
日
常
の
行
動
の
関
連
性
を
分
析
す
る
こ
と
に

よ
り
、
各
地
区
で
推
進
す
べ
き
取
組
を
発
見
し
ま
す
。

④
自
由
意
見
か
ら
各
地
区
の
現
状
や
課
題
を
表
す
キ
ー
ワ
ー
ド
を

把
握
。

　

選
択
式
の
回
答
か
ら
は
得
る
こ
と
の
で
き
な
い
、
各
地
区
の
現
状

や
課
題
を
表
す
キ
ー
ワ
ー
ド
を
把
握
し
、
新
た
な
発

見
に
つ
な
げ
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
4
項
目
の
分
析
か
ら
、
高
齢
の
方
が
自
分

自
身
の
身
体
状
況
を
把
握
す
る
た
め
の
「
個
人
カ
ル

テ
」
の
作
成
や
、
地
域
で
ど
の
よ
う
な
活
動
が
必
要
か

を
「
地
区
別
カ
ル
テ
」
と
し
て
作
成
し
、
介
護
予
防
の

普
及
・
啓
発
を
促
進
し
て
い
き
ま
す
。

◎
調
査
方
法　
　

郵
送
調
査　

◎
調
査
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　

ア
ン
ケ
ー
ト
発
送　
　

7
月
末

　

ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
期
間

　
　
　

7
月
31
日
｟
土
｠
～
8
月
23
日
｟
月
｠　

　

個
別
カ
ル
テ
配
布

　
　
　

令
和
4
年
1
月
～
3
月

　

報
告
書
完
成　
　

令
和
4
年
3
月

　

町
民
の
み
な
さ
ん
が
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
生
活
し
続

け
る
た
め
の
高
齢
者
福
祉
施
策
に
つ
な
げ
る
重
要
な
調

査
で
す
。
み
な
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

に
高
齢
者
の
生
活
を
支
え
る
医
療
・
介
護
の
人
材
不
足

は
大
き
な
課
題
で
あ
り
、
現
在
の
公
的
サ
ー
ビ
ス
の
み

で
は
、
高
齢
の
方
の
安
心
し
た
生
活
を
維
持
し
て
い
く

こ
と
が
困
難
な
状
況
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

東
栄
町
の
総
人
口
と
高
齢
化
率
の
推
移

　

東
栄
町
の
高
齢
化
率
は
令
和
3
年
4
月
1
日
時
点
で

50
％
の
大
台
に
乗
り
、
今
後
も
多
少
の
増
減
は
あ
り
ま

す
が
、
高
い
割
合
が
継
続
す
る
と
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

総
人
口
も
減
少
傾
向
が
続
き
、
若
い
世
代
の
中
で
も
特

ӡ଼ᇠࡎ׻ؠנӢ ӡ地区ᇠࡎ׻ؠנӢ

※
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
つ
い
て
は
、
と
う

え
い
チ
ャ
ン
ネ
ル
・
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

S
N
S
等
で
も
周
知
し
ま
す
の
で
ご

確
認
下
さ
い
。

※
高
齢
化
率
…
65
歳
以
上
の
人
口
割
合
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TOWN TOPICS
まちの話題

　7月5日（月）古戸地区の間伐地の立木に、チェンソーで

彫られた榊鬼が完成し、除幕式が行われました。

　これは、青山晃さんが所有する山林を間伐した際、少し

長めに立木が残り、「何か彫ってほしい」と伊藤茂夫さんに

依頼したのがきっかけでした。

　「振草系花祭の起源とも云われる白山祭りが行われる

白山神社が目の前に位置し、古戸の榊鬼を彫ろうと決め

ました。目、鼻、口の配置や彫り方で雰囲気が一気に変わ

ってしまうので、慎重に彫り上げました。」 と茂夫さんは

語りました。

立木に宿る榊鬼

　６月２５日（金）東栄中学校の生徒会の皆さんが役場を

訪問し、緑の募金活動の報告を行いました。

　皆さんの温かいお気持ちとご協力により、５，８２７円も

の募金が集まりました。この募金（総額３０，１３２円）は、地

球温暖化の防止を始め、学校等の公共施設への環境整

備等に大切に使わせていただきます。ご協力ありがとう

ございました。

たくさんの募金を
ありがとうございました！

　7月7日（水）とうえい保育園で七夕に関するお話しや、

○×クイズなどゲームを行いました。願い事が叶うよう

にお祈りをするなど、お友だちと七夕を楽しみました。

七夕会が行われました！

　令和３年５月号で募集したまちづくり実行委員のみな

さんが決まりました。

　７月13日（火）に第１回目のワークショップを行い、まち

づくり基本条例の理念を共有して、まちづくりについて

意見交換を行いました。

まちづくり実行委員が決まりました



㈱中部森林技術コンサルタンツ

玉野総合コンサルタント（株）

（株）田中組

昭栄工務店

中日本建設コンサルタント㈱豊橋事務所

（有）森建設

（株）佐々木組

委託

委託

工事

工事

委託

工事

工事

業種

9,200

3,300

2,500

1,520

7,200

6,100

4,200

34,020

林道路線全体計画調査業務

橋梁補修設計業務

桑原浄水場進入路整備工事

久保田住宅汚水桝改修工事（1期） 

林道小田沢登線改良工事

町道東薗目赤羽根線舗装修繕工事  

工　事　名　等

計

業者名等 落札金額【千円】

※税抜き

令
和
３
年
度

６
月
の
入
札
結
果

東栄浄化センター機械電気設備改築更新工事実施設計業務

広報とうえい  2021.8月号5

令和3年度 北設楽郡中学校体育大会結果

軟式野球

東栄中　9対0　設楽中

女子　ソフトテニス

 
団体戦　2位

東栄中　３対０　津具中

東栄中　1対2　設楽中

 
個人戦

優勝　渡邉・水野ペア

3位　佐々木・三輪ペア

男子　ソフトテニス

 
団体戦　優勝

東栄中　2対1　設楽中

 
個人戦

優勝　田口・真柴ペア

2位　鈴木・青木ペア

卓 球

 
団体戦　2位

東栄中　３対1　豊根中

東栄中　1対3　設楽中

個人戦　

東三大会出場者

市川・藤田・金田明・

金田英・村澤

7月10日(土)

優勝



問合せ 住民福祉課　　☎７６ ・ 0503

1

2

6

ひとり親世帯(今回の給付金を受取済み)でない方へ

特別給付金のご案内
子育て世帯生活支援

支
給
対
象
者

支
給
額

(※ひとり親世帯分の給付金を受け取った方を除く）

18歳未満の児童

住民税(均等割)が非課税

住民税非課税相当

児童1人当たり  一律 5万円

■令和３年度 の方 または

■令和３年１月１日以降の収入が急変し、

の収入となった方

①②の両方に当てはまる方

令和３年３月３１日時点で

（障害児の場合、　　　　　　　　　）を養育する父母等

①

②

（※令和４年２月末までに生まれた新生児等も対象になります。）

■ 支給にあたっては、 申請が不要な場合 と 必要な場合 があります。

 必ず下記の支給手続きをご確認ください。

*お問い合わせ

■ 厚生労働省コールセンター

■ 東栄町役場
  「子育て世帯生活支援特別給付金
　　   (ひとり親世帯以外分)」窓口

0120-811-166 0536-76-0503
(受付時間  平日9:00〜18:00)

(受付時間  平日8:30〜17:15)

給付金の支給手続き等、詳細については、東栄町ホームページをご覧ください。

子育て世帯の支援のため、新たな給付金の支給 を実施します !

　新型コロナウイルス感染症の影響で家計の負担が増えた子育て世帯を支援する

とともに、 消費を喚起することで売り上げが減少している事業者を応援するため

に、「子育て応援商品券」を配布します。

〔子育て応援商品券の配布対象者〕

　令和3年7月1日時点で、東栄町の住民基本台帳

に登録のある18歳以下の子ども（2003年4月2

日～2021年7月1日生まれ）を持つ世帯に対し、

子ども1人当たり10,000円（500円券×20枚）

の商品券を配布します。

　※2021年7月2日以降の出産又は転居により

新たに対象者となった世帯は、令和4年3月31日

までに申告いただければ、その都度配布します。役

場住民福祉課までご連絡ください。

〔商品券の概要〕

 ・ 使用期限は令和4年2月28日まで

　（2021年7月2日以降に新たに対象となった方

　  は、使用期間が約６カ月になります。）

 ・ 商品券使用の際にお釣りは出ません。

 ・ 商品券が使用できる店舗は、同封する「取扱加

　 盟店一覧」でご確認ください。

〔商品券の配布方法〕

　８月上旬に対象世帯に対し、商品券を特定記録

郵便で送付します。

「子育て応援商品券」について

20歳未満

暮らしを応援



問合せ 経済課　　☎７６ ・ 1812
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東栄町
新しい働き方対応支援補助金
東栄町
新しい働き方対応支援補助金

東栄町事業持続応援金東栄町事業持続応援金

　町内中小事業者に対して、新しい生活様式に対

応した事業展開・働き方への対応に必要となる設

備・機器等の導入に要した経費の一部を助成す

る事業を行います。

　新型コロナウイルス感染症の影響により事業

収入が減少した町内事業者に対し、事業継続を

支援することを目的とした事業を行います。

■申請期間

　令和３年７月１２日㈪から令和４年１月２8日㈮まで

■補助額

　 １事業者あたり上限３０万円
　　※既存設備・機器等の単なる更新や買い替えは対象に
　　　 なりません。

　　※補助金の交付は１事業者１回限りとします。

■補助率

　補助対象経費（税抜金額）（購入・施工等費用）の

　3/4（75％）以内
　　※算出した額に1,000円未満の端数が生じたときは、

　　　 その端数は切り捨てとします。

■申請期間

　令和３年７月１２日㈪から令和４年２月２5日㈮まで

■補助額

　法人の場合:最大５０万円  個人の場合:最大２５万円
　※応援金の交付は１事業者１回限りとします。

■補助率

　新型コロナウイルス感染症の影響により低下した

　売上（事業収入）の1/4

　　（令和元年の事業収入

　　　　　　　　　　　－ 令和２年の事業収入）× 1/4 

　　※事業収入には、令和2年度に受領した休業要請協力金、

　　　 持続化給付金等を含みます。

　　※算出した額に1,000円未満の端数が生じたときは、

　　　 その端数は切り捨てとします。

【東栄町商工会会員の方】　東栄町商工会（平日 午前９時～午後５時）　☎７６・０５３０

【会員以外の方】　経済課（平日 午前８時30分～午後５時15分）　☎７６・１８１２
※詳しくは町ホームページをご覧いただくか、 商工会 ・ 町経済課までお問い合わせください。

申請 ・ 問い合わせ先

　新型コロナウイルス感染症により停滞している町内の経済対策として、 町内商店等で使用可能な３０％のプレ

ミアム付商品券を発行します。 額面５００円のありがっさま券１３枚綴（６,５００円分）を１冊とし、 ３０％のプレミ

アムを付けて５，０００円で販売します。

〔販売場所〕

　商工会、食彩広場東栄店（本郷）、東栄郵便局（本郷）、

若松屋製菓（市場）、サラダ館マルサ（下田）、ゆばやし

（布川）、振草郵便局（振草）、長岡郵便局（三輪）

〔購入方法〕

　商品券販売店で購入者の住所、氏名等を記入し、購

入してください。

※本人確認を行いますので、保険証など確認できる

ものをお持ちの上、商品券販売店までお越しください。

〔利用期間〕

　令和３年８月２日（月）～令和４年２月１日（火）〔６ヵ月〕

〔利用店舗〕

　８月に各世帯にお配りしたチラシをご覧ください。

〔購入〕　１人１０冊まで

〔販売期間①〕　令和３年８月２日（月）から令和３年９月１日（水）

　　　　　　　 　　 対象　　東栄町に住民票を有する方

〔販売期間②〕　令和３年９月２日（木）以降

　　　　　　　 　　 対象　　居住地の別なく購入可能

　※いずれも無くなり次第販売終了いたします。

〔６５歳以上商品券無料引換について〕

　６５歳以上の方（令和３年に６５歳になる方を含む）は、

７月中旬に各戸に送付した 「高齢者商品券引換券利用

者情報記入シート」 に必要事項を記入し、商品券販売

店に提出してください。 商品券購入上限１０冊のうち

１冊分を無料で引き換えることができます。

有効期限は令和３年８月２日（月）から令和３年９月１日

（水）までですので、お早めに交換ください。

　有効期限を過ぎた場合は無料で引き換えることがで

きませんのでご注意ください。

東栄町プレミアム付商品券『ありがっさま券』 8月2日から発売！
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正副区長の紹介令和3年度

まちからのお知らせ
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日時９月5日日
午前８時～

～日頃の備えが大切な命を守ります。

訓練内容　

・シェイクアウト訓練（全町民）

　　午前８時の防災行政無線による地震

発生の放送後、シェイクアウト（安全行

動）訓練を１分間実施します。

※午前８時に屋外スピーカー、Ｓアラートによ

り放送します。

・災害ボランティアセンター設置・運営訓練

　（社会福祉協議会、町民任意）

　　大地震で東栄町内に甚大な被害が生じたと想

定し、災害ボランティアセンターの立ち上げ訓練

を実施します。参加希望者は直接、社会福祉協議

会（76・1740）へお問い合わせください。

・無線通信訓練 （各地区自主防災会）

　　各地区自主防災会はアマチュア無線、ＩＰ無線に

より、災害対策本部と通信確認を実施してください。

・備蓄品等確認訓練 （各地区自主防災会）

　　各地区自主防災会倉庫に保管している備蓄品

等の確認、点検を実施後、種類、数量を役場へ報

告してください。

・個別訓練 （任意）（各組織）

　　消火栓からの放水訓練など、各地域に即した訓

練を実施してください。

御殿区長

御殿副区長

　　　〃　

本郷区長

本郷副区長

下川区長

下川副区長

　　　〃　

園区長

園副区長

　　　〃　

　　　〃　

三輪区長

三輪副区長

振草区長

振草副区長

　　　〃　

　　　〃　

筒井　吉人

伊藤　正則

狭石　正美

堂地　勝馬

伊藤　勉

柳澤　秀全

　  （会長）

亀山　正博

木下　良一

西谷　賢治

原田　佐吉

尾林　克時

伊藤　孝行

夏目　安正

　（副会長）

平畑　正孝

伊藤　喜剛

内藤　賢士

内藤　善久

金田　正敏

東栄町防災訓練を実施します

「シェイクアウト（Shake Out）」 とは

　地震の揺れから自分の命を守るためのトレーニン

グで「しせいをひくく」、「あたまをまもり」「じっとす

る」という３つの動きを身につけます。机など、周り

にある身を守ることができるものは活用しましょう。
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元気な地域づくり支援事業の活動をお知らせします

天文台通信
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　今年度は5月15日から活動を開始しました。この

日は、天狗ナスの定植やジャガイモ収穫、トウモロコ

シの間引き・ネット張りなど、古戸応援隊とひじり会

メンバー19名が汗を流しました。今年度は全体で

10回の応援隊活動と交流イベントを予定しています。

　今年の4月から始まった「ロコモ体操」。介護予防の

ため、健康づくりリーダーの講師を招いて、月2回実

施しています。ボールやマット、音楽体操など様々な

体操で楽しみながら運動ができます。65歳以上の

方ならどなたでも参加できますのでお問い合わせく

ださい。

　　　　連絡先：090・4864・2118　伊藤久代

古戸ひじり会

中設楽
ロコモクラブ

第６次総合計画 後期計画

基本目標 ４．　環境と暮らすまちづくり

　町では、豊かな自然の中で東栄町らしく暮らし

続けられる環境を未来につなぐために、昨年9月

に環境保全条例を策定しました。

　東栄小学校の５年生のみなさんと条例の理念 

を共有し、東栄町に暮らし、関わる人たちで町の環 

境を守ることを確認しました。

　今年は８月１３日の深夜から翌朝にかけて、１時間

に１００個近い流れ星を見ることができます。７月

下旬から８月中旬は、例年流れ星が多く見られる

時期で、火球（かきゅう）と呼ばれる非常に明るい

流れ星もよく出現します。

　今年は月明りの影響が無いので、灯りの少ない、

空の開けた場所で是非ご覧ください。

環境保全条例の理念を共有しています

夏の風物詩・・・ペルセウス座流星群

やぎ座流星群の火球。夏は大きな流れ星を見るチャンス！



information 暮らしの情報

よ
う
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

納
付
場
所
及
び
納
付
方
法

・
金
融
機
関
、
県
税
事
務
所
の
窓
口

・
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
、
Ｍ
Ｍ
Ｋ
設
置
店

・
Ｐ
ａ
ｙ-

ｅ
ａ
ｓ
ｙ
｟
ペ
イ
ジ
ー
｠
に
対
応
し
た

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
又
は
Ａ
Ｔ
Ｍ

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
で
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ

　

ー
ド
に
よ
る
納
付

・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
決
済
ア
プ
リ
｟Ｐ
ａ
ｙ
Ｐ
ａ
ｙ
、

　

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ 

Ｐ
ａ
ｙ
及
び
Ｐ
ａ
ｙ
Ｂ
｠に
よ
る
納
付

　　

８
月
中
旬
に
県
か
ら
納
税
通
知
書
を
お

送
り
し
ま
す
の
で
、
納
期
限
ま
で
に
納
付
を

し
て
く
だ
さ
い
。

　

納
税
通
知
書
に
は
第
一
期
分
と
第
二
期
分

の
納
付
書
が
同
封
さ
れ
ま
す
の
で
、
納
付
に

当
た
っ
て
は
、
納
付
書
を
お
間
違
い
の
な
い

●
問
い
合
わ
せ
先

　

経
済
課　
　
　
　
　

☎
７
６
・
１
８
１
２

環
境
保
全
会

・
川
角
地
区

・
大
下
田
地
区

・
上
古
戸
地
区

・
桑
原
地
区
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多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
事
業
は
、
農
業
・

農
村
の
有
す
る
多
面
的
機
能
の
維
持
、
発
揮
を

図
る
た
め
の
地
域
の
共
同
活
動
を
支
援
す
る

農
林
水
産
省
の
事
業
で
す
。
交
付
金
は
農
業
者

等
に
よ
る
活
動
組
織
が
定
め
た
計
画
に
基
づ

き
行
う
「
水
路
・
農
道
等
の
維
持
管
理
活
動
」

「
環
境
美
化
活
動
」
な
ど
に
活
用
で
き
ま
す
。

　

現
在
、
東
栄
町
内
で
は
４
地
区
の
活
動
組

織
が
こ
の
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
事
業

の
取
組
に
つ
い
て

個
人
事
業
税
第
一
期
分
の

納
付
を
お
忘
れ
な
く

事業取組地域の水ဂ
�་ऀဂ地区�

納
期
限
は
８
月
31
日（
火
）で
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

東
三
河
県
税
事
務
所　

課
税
第
一
課

　
　
　
　

☎
０
５
３
２
・
３
５
・
６
１
２
７

児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し
て
い
る

方
の
求
職
活
動
を
応
援
し
ま
す

　

臨
時
相
談
窓
口
を
開
設
し
ま
す
。

日
時　

８
月
10
日
｟火
｠

　

午
前
10
時
～
11
時
45
分

場
所
　
東
栄
町
役
場　

分
庁
舎　

第
１
会
議
室

・
対
象
に
な
る
方
は
、
児
童
扶
養
手
当
を
受

給
し
て
い
る
方
等
で
あ
っ
て
、
早
期
に
就
職

し
た
い
と
い
う
意
欲
が
あ
る
方
で
す
。

・
専
任
の
担
当
者
が
み
な
さ
ん
の
就
職
を
一

貫
し
て
支
援
し
ま
す
。
求
人
内
容
の
補
足
説

明
、
企
業
情
報
の
提
供
の
ほ
か
、
応
募
書
類
の

作
成
の
お
手
伝
い
や
面
接
へ
向
け
た
ア
ド
バ

イ
ス
を
行
い
ま
す
。

　

な
お
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防

止
の
観
点
か
ら
中
止
と
さ
せ
て
い
た
だ
く
場

合
が
あ
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
新
城

　
　
　
　

☎
０
５
３
６
・
２
２
・
１
１
６
０

ひ
と
り
親
全
力
サ
ポ
ー
ト
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

い
じ
め
、
虐
待
な
ど
、
子
ど
も
の
人
権
に
関

わ
る
悩
み
ご
と
、
心
配
ご
と
な
ど
の
相
談
に

応
じ
ま
す
。
相
談
内
容
の
秘
密
は
固
く
守
ら

れ
ま
す
の
で
、
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、
気
軽
に
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時　

８
月
27
日
｟金
｠～
９
月
２
日
｟木
｠

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
７
時

　

た
だ
し
、
８
月
28
日
｟
土
｠
・
29
｟
日
｠
は
午
前

　

10
時
～
午
後
５
時

相
談
専
用
電
話
｟子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番
｠

　
　
　
　
　
　
　
　
　

０
１
２
０
・
０
０
７
・
１
１
０

●
問
い
合
わ
せ
先

　

名
古
屋
法
務
局
人
権
擁
護
部

　
　
　

  

☎
０
５
２
・
９
５
２
・
８
１
１
１

●
問
い
合
わ
せ
先　

中
部
電
力

　

パ
ワ
ー
グ
リ
ッ
ド
㈱ 

新
城
営
業
所

　
　
　

  　

０
１
２
０
・
９
８
５
・
２
３
２

「
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番
」

強
化
週
間
の
実
施
に
つ
い
て

◆
切
れ
た
電
線
に
は
絶
対
に
触
れ
な
い
で
！

　

大
雨
や
強
風
、
台
風
襲
来
時
に
は
、
倒
木
な

ど
で
電
線
が
切
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
感

電
に
つ
な
が
り
大
変
危
険
で
す
の
で
、
切
れ
た

電
線
に
は
「
絶
対
」
に
触
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
お
子
さ
ま
等
が
触
れ
る
こ
と
の
無
い
よ

う
監
視
に
も
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
電
線
に
か
か
っ
た
倒
木
等
は
伐
採
せ
ず
に

通
報
を
！

　

樹
木
を
通
じ
て
感
電
や
、
停
電
発
生
の
恐
れ

が
あ
り
ま
す
。
調
査
の
う
え
適
切
に
対
処
い

た
し
ま
す
の
で
、
個
人
の
判
断
で
伐
採
せ
ず
、

速
や
か
に
左
記
ま
で
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
電
線
付
近
の
伐
採
作
業
で
は
、

け
ん
引
具
等
の
安
全
措
置
を
確
実
に
！

　

伐
採
中
に
樹
木
が
電
線
に
か
か
る
事
故
が

毎
年
発
生
し
て
い
ま
す
。
け
ん
引
具
を
使
用

す
る
等
の
安
全
措
置
を
確
実
に
行
っ
て
い
た

だ
き
、
事
故
の
無
い
よ
う
十
分
な
配
慮
を
お

願
い
し
ま
す
。
な
お
、
電
線
付
近
で
作
業
さ

れ
る
際
は
、
安
全
作
業
に
係
る
ご
相
談
を
承

り
ま
す
の
で
、
事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

感
電
災
害
に
注
意
し
て
下
さ
い

全
国
一
斉

上
級
救
命
講
習
会

　
あ
な
た
も
「救
命
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
」に
な
り

ま
せ
ん
か
？
こ
の
講
習
で
は
、
救
急
車
が
来
る

ま
で
の
適
切
な
処
置
を
１
日
か
け
て
学
び
ま
す
。

日
時　

８
月
８
日
｟日
｠
午
前
９
時
～
午
後
５
時

場
所　

消
防
署　

東
栄
分
署

内
容　

普
通
救
命
講
習
の
内
容
に
加
え
、
小
児

お
よ
び
乳
児
に
対
す
る
心
肺
蘇
生
法
、
傷
病

者
管
理
法
、
搬
送
法
等
を
行
い
ま
す
。

定
員　

８
人　Å

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

費
用　

無
料

申
込　

８
月
６
日
｟
金
｠
ま
で
に
電
話
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。Å

出
動
等
で
不
在
の
場
合
あ
り

持
ち
物
・服
装　

筆
記
用
具
、
動
き
や
す
い
服
装

そ
の
他　

講
習
中
の
ケ
ガ
に
つ
き
ま
し
て
は

応
急
処
置
を
行
い
ま
す
が
、
そ
の
後
の
治
療

は
各
自
で
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

消
防
署 

東
栄
分
署 

☎
７
６
・
１
９
１
１
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自
転
車
オ
ー
ダ
ー
型
ツ
ア
ー 

承
り
ま
す

　

今
後
、
本
事
業
を
町
内
の
事
業
者
さ
ん
と

共
に
町
内
の
周
遊
や
域
内
で
の
消
費
に
つ
な

が
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
育
て
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
ま
た
今
年
度
は
、
町
の

受
託
事
業
と
し
て
、
ま
ち
の
皆
さ
ん
と
話
し

合
い
な
が
ら
自
転
車
事
業
の
展
開
を
行
っ
て

い
く
「
サ
イ
ク
リ
ス
ト
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
も
随

時
開
催
し
て
い
ま
す
。
自
転
車
か
ら
生
ま
れ

る
新
た
な
地
域
経
済
の
活
性
化
を
目
指
し
た

事
業
、
ご
興
味
の
あ
る
方
は
当
協
会
ま
で
お

気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

当
協
会
で
は
、
昨
年
度
よ
り
電
動
ア
シ
ス
ト

自
転
車
を
活
用
し
た
ま
ち
巡
り
の
企
画
を
開

催
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
、
独
自
に
企
画
し

募
集
す
る
イ
ベ
ン
ト
形
式
だ
け
で
な
く
、
日
時

や
人
数
・
希
望
の
内
容
を
伺
っ
た
う
え
で
、
コ

ー
ス
や
食
事
な
ど
を
用
意
さ
せ
て
い
た
だ
く

オ
ー
ダ
ー
型
の
ツ
ア
ー
の
受
け
入
れ
も
始
め

ま
し
た
。

　

6
月
に
は
、
女
性
グ
ル
ー
プ
の
皆
さ
ん
に
ご

利
用
い
た
だ
き
ま
し
た
。
町
内
施
設
に
ご
宿

泊
だ
っ
た
た
め
、
宿
発
着
の
コ
ー
ス
を
組
み
地

元
出
身
の
ガ
イ
ド
と
と
も
に
ま
ち
を
案
内
し

ま
し
た
。
参
加
者
に
は
、
東
栄
町
へ
何
回
か
訪

れ
た
こ
と
の
あ
る
方
も
い
ま
し
た
が
、
自
転
車

な
ら
で
は
の
視
点
で
ま
ち
を
巡
っ
た
こ
と
で

た
く
さ
ん
の
発
見
が
あ
り
面
白
か
っ
た
と
好

評
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

●
東
栄
町
観
光
ま
ち
づ
く
り
協
会

 

　
　
　
　
　
　
　
　
☎
７
６
・
１
７
８
０

観
光
ま
ち
づ
く
り
協
会
だ
よ
り
Vol.49

み
ん
な
で

 

つ
く
る
！

こ
ん
に
ち
は！

東
栄
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
す

購
入
ト
ラ
ブ
ル
を
防
ぐ
た
め
に

話
す
と
き
は
正
面
か
ら

　

「買
っ
た
が
合
わ
ず
、
返
品
も
で
き

な
い
」 

「勧
誘
さ
れ
て
購
入
し
た
が
、

医
師
に
不
要
と
言
わ
れ
た
」
な
ど
の

補
聴
器
の
ト
ラ
ブ
ル
に
関
す
る
相
談

は
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
聞
こ
え

が
悪
い
と
感
じ
た
ら
、
ま
ず
は
耳
鼻
咽

喉
科
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。
東
栄
医

療
セ
ン
タ
ー
の
補
聴
器
外
来
で
も
相

談
で
き
ま
す
。

　

自
分
に
合
っ
た
補
聴
器
が
見
つ
か
り
、

納
得
し
て
か
ら
購
入
す
る
こ
と
が
大

切
で
す
。

　

加
齢
に
と
も
な
っ
て
耳
が
聞
こ
え
に

く
く
な
っ
た
時
、
頼
り
に
な
る
の
が

補
聴
器
で
す
。

　

し
か
し
、
補
聴
器
は
必
要
な
音
だ
け

で
な
く
雑
音
も
大
き
く
す
る
の
で
、

う
る
さ
く
感
じ
て
し
ま
う
人
も
い
ま

す
。
補
聴
器
が
使
い
に
く
い
理
由
に
、

ピ
ー
と
い
う
ハ
ウ
リ
ン
グ
音
が
あ
り

ま
す
。
補
聴
器
で
大
き
く
な
っ
た
音

が
耳
と
補
聴
器
の
隙
間
か
ら
漏
れ
て
、

そ
れ
が
さ
ら
に
補
聴
器
で
大
き
く
な

る
、
と
い
う
悪
循
環
で
起
こ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
場
合
は
、
補
聴
器
を
入

れ
な
お
し
て
密
着
さ
せ
る
、
音
量
を

下
げ
る
、
器
具
を
耳
に
合
う
よ
う
に

作
り
直
す
な
ど
の
対
策
が
必
要
で
す
。

　

補
聴
器
を
つ
け
た
人
は
、
耳
元
で
大

声
で
話
さ
れ
る
と
、
音
が
共
鳴
し
て

ま
す
ま
す
聞
き
取
れ
な
い
こ
と
も
。

話
す
と
き
は
、
耳
元
で
は
な
く
向
き

合
っ
て
顔
を
見
な
が
ら
、
ゆ
っ
く
り
話

す
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

補聴器と上手につきあおう

ӡ出࿳ӢӠՔฃ౅୽შӨӹӨஸ齢者֭֊֧֟׈ᅸ気ӨӹӨཨ࣡ሓਊ

ӠӠӠӠӠ Ք独ጵ行ทሓ人ேኁ生活״بװ՛ӡӼӺӼӻӸӨӼӸӨӼӿӢ

さんぽに ・ いきましょう
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生
徒
の
感
想]

普
通
科
１
年

鴨
山
演
習
林
実
習

林
業
科
１
年

㕸ଈ֭ဂ୵ஸ校

夏季休業中ですが、進学補習や

就職指導、夏季実習、部活動など

で、多くの生徒が登校してそれぞ

れの目標にむけて頑張ります。



優
良
運
転
者
講
習
の
方

　

更
新
手
続
き
の
日
に
、
設
楽
警
察
署
内
で

の
講
習
受
講
後
｟
30
分
程
度
｠交
付
さ
れ
ま
す
。

一
般
・
違
反
運
転
者
講
習
の
方

　

更
新
手
続
き
後
に
講
習
日
を
指
定
し
ま
す

の
で
、そ
の
講
習
を
受
講
後
に
交
付
さ
れ
ま
す
。

　

高
齢
者
講
習
が
お
済
み
の
方
は
、
更
新
手

続
き
の
日
に
交
付
さ
れ
ま
す
。

※

警
察
署
で
の
更
新
受
付
は
、
す
べ
て
平
日
の

正
午
か
ら
午
後
４
時
ま
で
の
間
で
す
。

こ
ち
ら

設
楽
警
察
署

不
審
者
を
見
た
ら
迷
わ
ず
即
通
報
！

通
報
が 

あ
な
た
の「
ま
ち
」を

守
り
ま
す

窃
盗
犯
の
現
状

こ
ん
な
時
に
は
、
す
ぐ
１
１
０
番

　

こ
れ
は
、
昨
年
１
月
か
ら
11
月
末
ま
で
の
間

に
、
愛
知
県
内
で
認
知
し
た
ド
ロ
ボ
ウ
の
被
害

を
分
析
し
た
も
の
で
す
。
こ
の
間
、
愛
知
県
内

で
発
生
し
た
ド
ロ
ボ
ウ
の
認
知
件
数
は
２
万

４
,
０
２
２
件
で
、
そ
の
現
金
と
物
品
を
合
わ

せ
た
被
害
総
額
は
、
㕴㕸
億
６
,
０
７
８
万
円
相

当
で
し
た
。
ド
ロ
ボ
ウ
被
害
の
う
ち
皆
さ
ん
が

暮
ら
し
て
い
る
住
宅
を
狙
っ
て
盗
み
に
入
る

「空
き
巣
」、「忍
び
込
み
」、「居
空
き
」と
い
っ
た

住
宅
対
象
侵
入
盗
、
皆
さ
ん
の
大
切
な
車
を

盗
む
「
自
動
車
盗
」
は
、
全
国
的
に
み
て
高
水

準
で
発
生
し
て
お
り
、
一
日
当
た
り
の
認
知
件

数
で
は
、
「
住
宅
対
象
侵
入
盗
」
、
が
３
.
８
件
、

「
自
動
車
盗
」
が
約
１
.
３
件
で
い
ず
れ
も
全
国

平
均
を
大
き
く
上
回
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
と
き
は
、
不
審
者
の
顔
や
服
装
、
車

な
ど
の
特
徴
を
覚
え
て
、
で
き
る
だ
け
早
く
、

１
１
０
番
に
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

ふ
る
さ
と
歌
壇

六
月
詠
草

伊
藤　

久
美

堂
地　

雅
子

山
城　
　

安

伊
藤　

清
子

竹
田　

正
子

福
田　

幸
代

内
藤　

久
代

杉
野
み
つ
子

伊
藤　

義
信

渡
辺　

禮
子

弓
友
会 

月
例
会
成
績
表

7
月
6
日 

恵
真
館
弓
道
場

Å

総
合
優
勝
は
、
全
員
参
加
で
最
後
ま
で

　

的
中
し
つ
づ
け
た
人
が
優
勝
で
す
。

優 

勝

二 

位

加
藤　

育
代

伊
藤　

礼
子

優 

勝　

西
林　

信
彦

女
子

総
合

優 

勝

二 

位

三 

位

優 

勝

西
林　

信
彦

伊
藤　
　

勉

三
城　

信
和

森
上　

祥
高

一
部

二
部

み
ど
り

は
ぐ
く

ど　

う

か
が
よ

う　

た

さ
ん

▼
一
日
当
た
り
の
認
知
件
数 

約
７２
件

　 

｟前
年
対
比―

約
２３
件
｠

▼
一
日
当
た
り
の
被
害
額 

約
１
,
４
５
５
万
円

｟前
年
対
比―

約
６
７
５
万
円
｠

▼
一
日
当
た
り
の
被
害
額 

約
２０
万
円
　
　
　
　
　

｟前
年
対
比―

約
２
万
円
｠

▼
見
慣
れ
な
い
人
が
住
宅
街
を
徘
徊
し
て
い
る
。

▼
留
守
の
隣
家
で
物
音
が
す
る
。

▼
隣
家
の
飼
い
犬
が
異
常
な
吠
え
方
を
し
て
い
る
。

前
日
に
給
食
な
し
と
言
い
忘
れ
海
苔
な
し
お
に
ぎ
り 

自
分
で
作
る

青
嵐
さ
緑
深
緑
が
揺
れ
動
く 

森
が
息
づ
き
命
育
む

安
堵
す
る
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
終
え
白
き
あ
じ
さ
い
ぽ
っ
か
り
開
く

「
よ
く
働
く
な
」二
人
見
上
げ
る
柚
子
の
木
に
重
低
音
の
花
蜂
の
羽
音

タ
テ
と
ヨ
コ
意
味
の
繋
が
り
如
何
し
た
の
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
は
も
う
無
理
か
し
ら

障
子
の
桟
・
カ
レ
ン
ダ
ー
の
文
字
も
は
っ
き
り
と
手
術
の
あ
と
の
明
る
さ
嬉
し

新
じ
ゃ
が
の
味
噌
汁
旨
き
切
り
方
を
夫
と
論
じ
て
メ
ニ
ュ
ー
は
決
ま
り

蛙
来
て
賑
や
か
に
な
り
し
初
夏
の
池
一
斉
に
鳴
き
出
し
話
し
声
消
す

生
き
て
い
る
こ
の
喜
び
の
楽
し
み
は
農
耕
営
み
短
歌
詠
む
人
生

さ
庭
辺
の
紫
陽
花
日
ご
と
色
を
変
へ
梅
雨
の
し
づ
く
を
受
け
て
耀
ふ
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東
栄
町
内

◎
刑
法
犯
総
数

・
窃
盗
犯

｟
自
動
車
関
連
窃
盗
｠

・
特
殊
詐
欺

◎
人
身
事
故
件
数

・
死
者
数

・
負
傷
者
数

◎
物
損
事
故
件
数

0
件 

｟
4
｠

0
件 

｟
3
｠

0
件 

｟
0
｠

0
件 

｟
0
｠

1
件 

｟
3
｠

0
人 

｟
0
｠

1
人 

｟
5
｠

3
件 

｟
29
｠

1
件 

｟
13
｠

0
件 

｟
9
｠

2
件 

｟
8
｠

2
人 

｟
10
｠

19
件 

｟
140
｠

郡 

内

Å

｟　

｠
内
は
1
月
か
ら
の
累
積

犯
罪
事
故
発
生
件
数

令
和
３
年
６
月

運
転
免
許
更
新
の
ご
案
内

●
問
い
合
わ
せ
先

　
　
　

 

設
楽
警
察
署　

６
２
・
０
１
１
０

▼
バ
ー
ル
を
持
っ
た
ま
ま
車
に
乗
り
込
ん
で
、

急
発
進
し
て
い
っ
た
。

▼
見
知
ら
ぬ
車
が
エ
ン
ジ
ン
を
か
け
た
ま
ま
、

い
つ
ま
で
も
停
ま
っ
て
い
る
。

▼
深
夜
に
閉
店
し
て
い
る
は
ず
の
店
に
人
影
が

見
え
る
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

振
興
課

  　

☎
７
６
・
０
５
０
２

　

地
域
全
体
で
移
住
希
望
者
を
受
け
入
れ
、
と

も
に
暮
ら
す
仲
間
を
増
や
す
「
移
住
ソ
ム
リ

エ
」制
度
の
想
い
を
広
げ
る
た
め
、
こ
の
度
「移

住
ソ
ム
リ
エ
ス
テ
ッ
カ
ー
」を
作
成
し
ま
し
た
。

　

こ
の
ス
テ
ッ
カ
ー
は
、
移
住
ソ
ム
リ
エ
に
登

録
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
個
人
と
団
体
に
配

布
し
て
い
ま
す
。
登
録
の
受

付
は
随
時
行
っ
て
い
ま
す
。

「
移
住
ソ
ム
リ
エ
ス
テ
ッ
カ
ー
」

　
が
完
成
し
ま
し
た
！



施
設
利
用
（
6
月
）

戸
籍
の
窓
口

※住民基本台帳　※単位：人

令和3年6月の利用者数施　　設　　名 6月までの累積利用者数

人
口
と
世
帯

7
月
新
着
図
書

人 口

男

女

世帯数

2,983

1,438

1,545

1,405

 −3）

−1）

−2）

+1）

転 入

転 出

出 生

死 亡

5

3

0

5

6月末日現在 前月比

交流促進センター 「 千 代 姫 荘 」

と う え い 温 泉

と う え い 健 康 の 館

グ リ ー ン ハ ウ ス （宿泊者）

体 育 施 設

4

25

3,786

174

22

643

（

（

（

（

（

（

16）

97）

8,549）

 139）

0）

0）

325

25

20,986

552

49

2,032

（

（

（

（

（

（

16）

165）

16,595）

 318）

0）

82）

営業当初からの累計利用者数　3,727,789

6月16日～7月15日受付

※（　）内は前年度同月による　　※単位 ：人

14

　大治町マスコットキャラクターの「はるちゃん」が

暮らしに役立つマイナンバーカードの申請を呼びか

けます。大治町ではマイナンバーカードの休日申請

受付・交付窓口を設けており、マイナンバーカード

の取得推進を図っています。

大治町友好自治体

納
税
等

納期限：8月31日

●個人住民税

●国民健康保険料　

●後期高齢者保険料　　●保育料　　　　

●水道使用料（下水・農集排使用料含む）

●住宅使用料

●放課後児童クラブ利用料

森林体験交流センター

「スターフォーレスト御園」

（

（

（

（

氏　名　　　　 年 齢　  　住 所

杉浦 義道 ９７ 本郷

伊藤つい子 ８７ 三輪

※東栄町に住所を有し、町外で

出生・死亡の届出をされた方

も掲載対象となりますので

掲載を希望される場合は、

お早めに住民福祉課へ申し

出ください。

●お悔やみ

子育て支援センター （にこにこ広場）東栄町図書室 (のき山文庫)

（八重洲出版）

　（JTBパブリッシング）

もちこ （ワニブックス）

　（ぴあ株式会社）

●旧じてんしゃ旅　其の一

●るるぶ ゆるキャン△

●パン１枚で毎日ごちそう！

　 パンイチ RECIPE

●東海から行く！御城印めぐり

中川ひろたか （ひかりのくに）

　たかてら かよ （ひかりのくに）

●あっぷっぷ

●ゆっくとすっくBabay  ころん！

●いれてくやさーい

きだに やすのり （ひかりのくに）



8 August. 2021

予防接種

予防接種
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表紙について

　蔦の渕の周りを飛ぶホタル。雨が多い時期

でしたが綺麗な光を放ちながら飛び回って

いました。※カレンダーのイベント等は、新型コロナウイルス感染症の予防等により、中

止・変更になる場合があります。中止・変更の際は対象者への個別連絡と

とうえいチャンネルへの掲載で対応しますので、ご了承ください。

ペットボトル・白トレイ
乾電池回収日

イベント・事業など

保健事業

たんぽぽの会

学校行事

ドレミの会

ゆめ工房

Tue Wed Thu Fri SatMonSun

行政相談 親子教室

民生委員児童委員
協議会定例会

ドレミの会
（市場・金紫）

ドレミの会
（古戸）

住民健診結果
説明会

住民健診結果
説明会

住民健診結果
説明会

パパママ教室 離乳食教室

美魔女づくり教室

ノーメディアデー

山の日 振替休日

たんぽぽの会

さわやかクラブ

巡回職業相談

たんぽぽの会

たんぽぽの会

たんぽぽの会

ペットボトル等
回収日

ゆめ工房

ゆめ工房

ゆめ工房

ゆめ工房

中学校サマー
セミナー(1年生)

小中学校閉校

小学校全校出校
日・水泳記録会

小学校PTA
環境美化活動

中学校
全校奉仕作業

中学校ボランティ
ア福祉体験

3 4 5 61 2

10 11 12 13

7

8 9

17

24

18

25

19

26

20

27

14

21

28

15

22

29

16

23

30 31 3 421



総務課　　☎７６ ・ 0501

町からの
情報をチェック！
とうえいチャンネル

東栄町公式 SNS

LINEFacebook

　12チャンネルで、様々なまちの情

報を配信しております。とうえいチャ

ンネルについて、お困りの方は役場

総務課までお問い合わせください。 

　町では、SNSにより、まちの身近

な話題やできごとなど、魅力的な情

報をタイムリーに発信しています。 

※通信料は利用者

　 負担です。

令和3年8月1日発行   No.740

発行 ： 東栄町役場　〒449-0292  愛知県北設楽郡東栄町大字本郷字上前畑 25

ホームページ  http://www.town.toei.aichi.jp　メールアドレス  shinkou@town.toei.lg.jp　

編集 ： 東栄町役場振興課

広報とうえい

このコーナーでは東栄町に住む人を紹介していきます。来月は、今月登場した人に紹介していただきます。

その 149

 

１０

安田慶正さんご一家

東栄町在住歴11年

（本郷）
よしまさ

中設楽花祭り保存会長

岡 田　守さん

４０

歴史・伝統を知ろう

わがまちの伝統 ～花祭り～ 中設楽地区編


